
明日に向かって駆ける（桜並木健康ジョギング） 

新ごみ施設の展開を望む 新ごみ施設の展開を望む 新ごみ施設の展開を望む （一般質問） 

（新規事業ピックアップ） 

 

（一般質問） 介護保険にポイント制を介護保険にポイント制を

給食費減額を実現 給食費減額を実現 22年度予算 2

6

11

14

議会だより 
3月定例会 No.181平成22年5月1日 

発行：愛知県大口町議会 

Oguchi

南小学校 建設に着手 

桜の便りより一足早く行われた桜並木健康
ジョギング。心配された寒気に見舞われる
ことなく、暖かな日差しを浴びながら、元
気いっぱい走ることができました。 



3月定例会は3日から２３日までの２１日間の会期で開かれま
した。 
２２年度の施政方針で町長は「国・県の施策がどう展開さ
れるかを見極めながら、安全・協働・共生・公平・発展の五つ
の尺度でかじ取りを行っていきたい」と決意を述べました。 
町提出議案は、２２年度予算のほか条例改正など２２議案、
議員からは意見書を提出する議案など3件が出されました。
採決の結果、２２年度の一般会計と後期高齢者医療特別会
計は賛成多数で可決、他の議案は全会一致で可決しました。 
一般質問では6人が町政全般にわたり質問をしました。 

町長選挙で掲げたマニフェストに基
づき保育園の主食費が無料に、小中
学校の給食費は半額になります。町
財政に及ぼす影響額はおよそ５４００
万円。この子育て支援策が、少子化
対策につながることを期待したい 
＝写真は4月5日、南保育園入園式 

町長マニフェスト 

保
育
園

保
育
園
は
無
料
無
料
 

小
中
校

小
中
校
は
半
額
半
額
 

保
育
園

保
育
園
は
無
料
 

小
中
校

小
中
校
は
半
額
 

保
育
園

保
育
園
は
無
料
 

小
中
校

小
中
校
は
半
額
 

保
育
園
は
無
料
 

小
中
校
は
半
額
 

給食費 給食費 
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 ■
前
年
度
よ
り
１５
％
減
 

２２
年
度
の
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
７３
億
円
（
前
年
比

１５
・
3
％
減
）
、
特
別
会
計

３８
億
円
（
同
3
・
6
％
増
）

に
な
り
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
が
大
幅
に
減
額

と
な
っ
た
理
由
は
、
北
小
学

校
の
建
設
工
事
が
２１
年
度
に

終
了
し
た
た
め
で
す
。
 

■
過
度
な
抑
制
に
配
慮
 

当
初
予
算
を
策
定
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
先
行
き
不
透

明
な
中
で
も
、
過
度
に
生
活

関
連
予
算
を
抑
制
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
 

子
育
て
支
援
と
し
て
町
長

が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
し
た

「
保
育
児
食
費
無
料
、
学
校

給
食
費
を
半
額
化
」
も
、
２２

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

■
賛
成
多
数
で
可
決
 

議
会
最
終
日
の
3
月
２３
日

に
採
決
が
行
わ
れ
、
一
般
会

計
は
賛
成
１２
・
反
対
2
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
後
期
高
齢
者
医

療
会
計
が
賛
成
多
数
（
賛
成

１２
・
反
対
2
）
で
可
決
、
他

の
特
別
会
計
は
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。
 

 

主
な
建
設
工
事
 

▽
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
 

1
億
7
2
9
9
万
円
 

▽
旧
北
小
学
校
の
解
体
 

1
億
7
0
0
0
万
円
 

▽
南
小
学
校
建
設
工
事
 

1
億
5
0
0
0
万
円
 

▽
西
小
学
校
の
耐
震
化
 

4
6
0
0
万
円
 

▽
大
口
橋
の
架
け
替
え
 

3
5
0
0
万
円
 

（
関
連
記
事
4
〜
7
P
）
 

 

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

の
給
料
を
減
額
す
る
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

減
額
幅
は
お
よ
そ
2
％
で
す
。
 

町
長
・
副
町
長
の
給
料
を

変
更
す
る
に
は
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
議
会

で
は
現
状
の
ま
ま
据
え
置
く

と
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
長
の
政
策
的
判
断
に

よ
り
、
今
回
の
改
正
に
至
り

ま
し
た
。
教
育
長
も
こ
の
意

向
に
同
調
し
、
同
率
の
減
額

を
申
し
出
ま
し
た
。
 

減
額
の
理
由
は
、
①
町
長

ら
特
別
職
の
給
料
は
、
平
成

１０
年
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
な

い
②
一
般
職
員
は
同
じ
期
間

中
に
2
％
ほ
ど
減
額
さ
れ
て

い
る
―
―
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

 ま
ち
づ
く
り
基
金
を
創
設
 

大
口
町
の
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
基
金
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
 

こ
の
基
金
は
、
将
来
に
お

け
る
公
共
施
設
の
建
設
・
改

修
、
公
有
地
の
取
得
等
に
使

う
目
的
で
す
。
 

基
金
は
、
２２
年
度
か
ら
廃

止
さ
れ
た
職
員
の
地
域
手
当

相
当
分
、
普
通
財
産
の
処
分

収
入
な
ど
を
財
源
と
し
ま
す
。
 

２２
年
度
は
、
5
5
0
0
万

円
を
積
み
立
て
ま
す
。
 

 
国
へ
意
見
書
提
出
 

議
員
提
出
議
案
と
し
て
、

国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
議
案
が
2
件
あ
り
、
い
ず

れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
通
り
。
 

▼
民
間
保
育
所
運
営
費
の
一

般
財
源
化
に
関
す
る
意
見
書
 

▼
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
」
の
核
拡
散
防
止
条

約
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に

向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る

意
見
書
 

町長等の給料を減額 

「
限
ら
れ
た
財
源
と
 

人
材
を
最
大
限
生
か
す
」
 

平成２２年度施政方針（骨子） 

第6次総合計画の基本政策で示した4
項目を柱に、住民福祉の増進に努める。 
 1．人材育成 

①次世代を担う児童・生徒の育成の舞
台を整える（学校整備・給食費の公
費負担） 
②権限移譲を進め、自主自立のまちづ
くりを推進 

 2．環境・生活・経済活動基盤整備 

①ごみの減量化・資源化 
②農業後継者づくりによる農地保全 
③橋の耐震化計画の作成 

 3．安全と安心 

①地域防犯事業への助成 
②防犯灯の増設・LED化 
③家庭での防災対策への助成 

 4．自治と協働のまちづくり 

①地域自治組織の検討 
②まちづくり活動の仕組みを再検討 

一
般
会
計
７３
億
円
 

町
長
町
長
 

町
長
 

町 長  

副町長 

教育長 

変更前　　　　　変更後 

９１９,０００円　→　９００,０００円 

７３１,０００円　→　７１６,０００円 

６８９,０００円　→　６７５,０００円 

備　考 

※町長は特例条
例により、１２月
から６４３,０００円
になっています。 
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０ 

１０ 

２０ 

３０ 

個人町民税 

１３ 
１１ １１ 

１５ 

４ ６ 

２５ 
２４ 
２６ 

２ ２ ２ 

法人町民税 固定資産税 その他 

２０年度 

２１年度 

２２年度 

億
円 

一
般
会
計
の
歳
入
７３
億
円

の
う
ち
、
町
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
「
自
主
財
源
」
は

７８
％
に
な
っ
て
お
り
、
自
主

財
源
比
率
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
（
図
1
）
。
 

そ
の
中
で
も
町
税
が
占
め

る
割
合
は
、
全
体
の
６２
％
に

あ
た
り
、
町
歳
入
の
根
幹
を

な
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
 

法
人
町
民
税
と
固
定
資
産

税
で
、
そ
れ
ぞ
れ
2
億
円
の

増
額
で
す
（
図
2
）
。
 

法
人
町
民
税
は
、
２１
年
度

の
税
収
と
社
会
情
勢
を
加
味

し
て
算
定
。
固
定
資
産
税
は
、

財
政
力
指
数
が
1
・
6
を
下

回
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

県
課
税
分
の
償
却
資
産
が
町

課
税
分
と
な
る
た
め
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

２１
年
度
は
北
小
学
校
の
整

備
事
業
が
あ
っ
た
の
で
、
基

金
か
ら
の
繰
入
１８
億
円
、
町

債
（
借
金
）
9
億
円
の
予
算

を
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
事

業
が
完
了
し
た
の
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
こ
の
二
つ
の
項

目
で
約
１９
億
円
減
ら
し
て
い

ま
す
。
 

　
一
般
会
計
７３
億
円
、
9
特
別
会
計
を
合
わ
せ
総
額
1
1
1
億

円
と
な
っ
た
平
成
２２
年
度
予
算
。
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
は
ど

う
使
わ
れ
る
の
か
、
グ
ラ
フ
を
も
と
に
２２
年
度
予
算
を
斬
っ
て

み
ま
し
た
。
 

グ
ラ
フ
で
わ
か
る
 

歳
入
 

図１．一般会計項目別歳入 

図２．税別予算額の推移 

自主 
財源 
７８%

町税 
４４億８６９７万円 

６２%

繰入金 
７億２１０４万円 
１０%

国県支出金 
９億５２７７万円 
１３% 依存 

財源 
２２%

負担金・手数料 
１億６６０８万円 

２%

地方譲与税・ 
交付金等 

５億６７９２万円 
８%

町債（借金） 
１億円 
１%

諸収入等 
３億５２２万円 
４%

■自主財源 
町が自主的に徴収できるお金 
■依存財源 
国・県から交付されるお金や町債など 

■繰入金 
基金や他の会計から入ってくるお金 
■国県支出金 
特定事業の財源として、国や県からも
らえるお金 

き
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その他建設費 

町債残高 

学校建設費 

０ 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 
億
円 

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

１１.８ 

３４.２ 

４.８ 

６.８ 

３.７ 

７.３ 

１８.０ 

５.０ 
６.６ 

７.８ 

民生費 

総務費 

教育費 

土木費 

衛生費 

消防費 

公債費 

商工費 

農業費 

議会費 

その他 

９８,１０２円 

５５,３７４円 

５４,９８４円 

４２,７６０円 

３０,６５７円 

１６,８４０円 

９,５９８円 

８,０５７円 

５,９２４円 

５,５５７円 

２,３４６円 

１９.３ 

２６.３ 
２４.２ 

２７.２ ２６.６ 

義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件

費
が
、
前
年
比
1
億
6
千
万

円
程
度
の
減
額
に
な
り
ま
す

（
図
3
）
。
こ
れ
は
、
退
職

者
の
不
補
充
（
前
年
比
8
人

減
）
と
職
員
手
当
の
減
少
が

原
因
で
す
。
 

扶
助
費
は
3
億
2
千
万
円

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
月
額
1
万
3
千
円
を

支
給
す
る
「
子
ど
も
手
当
」

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
 

普
通
建
設
事
業
費
は
前
年

に
比
べ
１３
億
円
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
4
）
。
北
小

建
設
と
い
う
大
規
模
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
が
主
な
理
由

で
す
。
し
か
し
、
南
小
の
建

設
工
事
が
２３
年
度
を
中
心
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

次
年
度
以
降
再
び
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

歳
出
を
目
的
別
で
見
た

「
図
5
・
町
民
1
人
当
た
り

に
使
わ
れ
る
お
金
」
は
、
前

述
の
通
り
扶
助
費
が
増
加
し

て
い
る
の
で
、
民
生
費
が
群

を
抜
い
て
い
ま
す
。
 

歳
出
 

義務的 
経費 
３６％ 

投資的 
経費 
１４％ 

人件費  
１４億２９２９万円  

１９%

扶助費 
１０億１６２１万円 

１４％ 

普通建設事業費等 
１０億２６０４万円 

１４％ 

物件費・ 
維持補修費 
１６億１６９７万円 

２２％ 

補助費等 
１１億６５５２万円 

１６％ 

繰出金 
７億６２１万円 
１０％ 

その他 
の経費 
５０％ 

図３．一般会計性質別歳出 

公債費 
（借金返済） 
２億１２１９万円 

３％ 

積立金ほか 
１億２７５７万円 

２％ 

■扶助費 
法令に基づき被扶助者に支出される
経費（子ども手当など） 
■物件費 
賃金、旅費、委託料、交際費などの消費
的経費 
■補助費 
各種団体への補助金や交付金など 
■繰出金 
基金や他の会計に出すお金 

図４．普通建設事業費と町債 
※町債の２１、２２年度は見込み 

図５．町民１人当たりに使われるお金 
※4月1日現在 

特別会計予算 

会計名 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

老人保健 

公共下水道 

農業集落家庭排水 

社本育英 

国際交流 

土地取得 

２２年度 

１９億１１５０万円 

８億９７２０万円 

１億７４１３万円 

１１１万円 

７億８０２４万円 

２４３１万円 

５８０万円 

７６万円 

２１万円 

前年比 

９６６４万円 

４７９４万円 

３４８７万円 

▲４４２万円 

▲４９５９万円 

１９４万円 

５００万円 

▲９万円 

▲１２万円 

町民１人当たり 

約33万円 
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“堅実な財政運営を守りながら、未来に向けて
住民福祉の増進を堅持する”とした２２年度予算。
実際にどのような事業に使われるのでしょうか。
キラッと光る新規事業をピックアップしてみま
した。 

明日の学校づくり 

施設整備事業 

小学校の整備 

平成２４年4月開校を目指し
た南小学校建設工事に着手。
西小学校の耐震補強工事、
旧北小学校の解体工事を実
施します。 
 南小 1億5000万円 

 西小 4600万円 

 旧北小 1億7000万円 学校給食費負担金 

給食費の保護者負担 

保育園児の主食代を無料に、
小中学校給食費の保護者負
担は半額にします。 
歳入　▲5436万円 

子ども手当給付事業 

子ども手当の給付 

中学校卒業まで、子どもの
保護者に月額1万3千円（1
人当たり）を給付します。 

5億3560万円 
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議会だよりコンクール 議会だよりコンクール 

２１年度も 奨励賞 奨励賞 

地域防犯対策事業 

防犯灯のLED化 

防犯灯の電灯を、環境にや
さしいLED（発光ダイオー
ド）に切り替えます。 

110万円 

財産管理事業 

耐震補強・アスベスト撤去 

役場庁舎の耐震補強工事と
アスベストの撤去工事を行
います。 

1億7299万円 

文化財保護事業 
試掘調査委託 
北小学校が移転したので、小口城址の範囲を確認する試掘調査を行います。 

297万円 

橋りょう整備事業 
大口橋架け替え 
大口橋（五条川、上小口地内）の架け替え工事を行います。２２年度は下部工です。 

3500万円 

災害対策事業 

家具転倒防止対策補助金 

家具の転倒防止対策をした
世帯に補助金を交付します。
補助率3分の2、上限は1万円。 

100万円 
大口町の議会だよりは、全
国町村議会全国コンクールに
おいて奨励賞（１３位）をいた
だきました。奨励賞は昨年度
に続いて2度目の受賞です。 
最優秀賞を受賞した鳥取県
北栄町の議会だよりは、全ペ
ージカラー刷り（受賞号は３２
ページ）。全面写真をバック
に記事を重ねていくビジュア
ル的な技法もさることながら、
「現状と課題」「解説」のコ
ラムで、町の実情を詳しく説
明するなど親切で分かりやす
い広報紙でした。 
あまりに見事な出来栄えな
のでプロに依頼しているのか
と思いきや、プロジェクター
で投影しながら、すべて議員
だけで制作しているそうです。
玄人はだしのテクニックにび
っくりです。我々にはその
「域」まで達することはでき
ませんが、少しでも読みやす
くなるような工夫は重ねてい
きたいと思います。 

受賞を喜ぶ議長と広報委員 

受賞号の議会だより 

応募件数  ２０２紙 

ほく えい 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

質疑あれこれ
３月議会に上程された議案の中から主な

質疑、賛成・反対の討論が繰り広げら

れたものを要約してお知らせします。 

質疑あれこれ
　
２２
年
度
の
法
人
町
民
税

を
6
億
円
と
み
て
い
る
。
し

か
し
、
２１
年
度
の
補
正
予
算

で
は
法
人
町
民
税
を
7
億
円

に
引
き
上
げ
て
い
る
。
 

ど
う
い
う
見
通
し
を
立
て

て
い
る
か
。
 

　
2
月
に
発
表
さ
れ
た
3

月
期
決
算
の
見
込
み
を
み
る

と
、
業
績
が
回
復
し
て
い
る

業
種
も
あ
る
。
も
う
少
し
上

乗
せ
は
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル

問
題
な
ど
も
あ
る
の
で
、
１５

％
の
減
額
と
見
込
ん
だ
。
 

 

 
　
庁
舎
の
耐
震
補
強
・
ア

ス
ベ
ス
ト
撤
去
に
、
1
億

7
3
0
0
万
円
か
か
る
。
工

事
内
容
の
説
明
を
。
 

　
耐
震
補
強
で
、
庁
舎
内

１４
か
所
に
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
を

入
れ
る
。
同
時
に
、
屋
上
防

水
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
取

り
換
え
、
階
段
へ
の
手
す
り

の
新
設
な
ど
を
行
う
。
 

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
玄
関
ホ

ー
ル
・
階
段
・
書
庫
等
の
天

井
に
あ
る
。
玄
関
ホ
ー
ル
の

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
5
月
の
連

休
中
に
撤
去
工
事
を
行
う
。
 

 

 

 
　
旧
北
小
学
校
を
解
体
す

る
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。

解
体
後
の
計
画
は
。
 

　
体
育
館
は
一
般
開
放
す

る
た
め
そ
の
ま
ま
残
す
が
、

校
舎
と
プ
ー
ル
は
取
り
壊
す
。

解
体
と
同
時
に
、
小
口
城
址

の
範
囲
を
確
認
す
る
試
掘
調

査
を
行
う
。
 

そ
の
後
の
有
効
利
用
は
、

町
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。
 

  
　
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
目

的
は
、
「
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
」
と
の
説

明
。
具
体
的
に
は
ど
う
い
う

も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

　
基
金
は
公
共
施
設
の
建

設
や
土
地
の
取
得
が
目
的
。
 

具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
と

す
る
と
、
洪
水
の
た
め
の
調

整
池
、
借
地
と
な
っ
て
い
る

公
共
用
地
の
買
収
、
用
排
水

路
な
ど
の
施
設
の
改
修
な
ど

が
あ
る
。
 

　
こ
の
財
源
に
は
地
域
手
当

の
廃
止
、
公
有
地
の
払
い
下

げ
等
の
資
金
を
充
て
る
。
 

 

  
　
黒
塗
り
の
公
用

車
を
、
2
台
か
ら
1

台
に
減
ら
し
て
は
ど

う
か
。
 

　
1
号
車
は
町
長

用
、
2
号
車
は
議

長
・
副
町
長
用
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。

同
じ
場
所
へ
出
掛
け

る
と
き
は
乗
り
合
わ

せ
て
、
経
費
の
削
減

に
努
め
て
い
る
。
 

台
数
の
削
減
は
、
議
員
が

言
わ
れ
る
趣
旨
を
踏
ま
え
、

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。
 

 
  

　
子
育
て
支
援
は
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
。
保
育
園
の
主

食
費
無
料
化
だ
け
で
な
く
、

延
長
保
育
料
・
母
子
通
園
利

用
料
等
を
無
料
に
。
 

　
延
長
保
育
料
は
２１
年
度

か
ら
料
金
制
度
を
見
直
し
、

利
用
者
の
負
担
を
減
ら
し
て

い
る
。
低
所
得
者
層
に
は
、

減
免
規
定
も
追
加
し
た
。
 

保
育
の
時
間
を
延
長
す
れ

ば
、
そ
れ
に
伴
い
人
件
費
・

光
熱
水
費
等
も
余
計
に
か
か

る
。
利
用
し
な
い
方
と
の
均

衡
も
あ
り
、
い
く
ら
か
の
負

担
は
妥
当
と
思
う
。
 

母
子
通
園
利
用
料
の
廃
止

も
考
え
て
い
な
い
。
 

 

 

 
　
農
業
の
普
及
を
目
指
し

て
実
施
す
る
「
農
業
塾
」
。

ど
う
い
う
内
容
の
事
業
か
。
 

　
農
作
業
を
通
し
て
、
新

た
な
就
農
者
を
発
掘
、
育
成

す
る
取
り
組
み
。
定
年
後
に

耕
作
を
始
め
た
い
人
、
市
民

農
園
で
野
菜
作
り
を
し
た
い

人
な
ど
も
含
め
て
実
施
し
て

い
く
。
講
師
に
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
O
B
、
指
導

員
に
町
内
の
大
規
模
農
業
者

を
予
定
し
て
い
る
。
 

法
人
町
民
税
の
見
込
み
は
 

奈良子川調整池＝竹田二丁目 奈良子川調整池＝竹田二丁目 
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庁
舎
庁
舎
工
事
の
概
要
概
要
 

庁
舎
工
事
の
概
要
 

北
小
跡
地

北
小
跡
地
の
利
用
利
用
 

北
小
跡
地
の
利
用
 

基
金
基
金
の
使
い
道
は
 

基
金
の
使
い
道
は
 

延
長
保
育
料

延
長
保
育
料
の
廃
止
廃
止
を
 

延
長
保
育
料
の
廃
止
を
 

農
業
塾

農
業
塾
っ
て
な
に
 

農
業
塾
っ
て
な
に
 

公
用
車

公
用
車
の
 

削

減

削

減

を
 

公
用
車
の
 

削

減

を
 



問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

一
般
会
計
当
初
予
算
 

 賛
成
 

土
田
　
進
 

町
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
を
維
持
し
つ
つ
、
西
小
の

耐
震
化
、
南
小
の
建
設
に
着

手
す
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

法
人
税
収
の
増
減
に
対
応
す

る
取
り
崩
し
と
積
み
立
て
で
、

財
政
運
営
の
安
定
化
を
図
っ

て
い
る
。
 

幅
広
い
分
野
に
目
配
せ
し

た
適
切
な
予
算
配
分
が
な
さ

れ
て
い
る
。
 

 反
対
 

田
中
一
成
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
民
間
委
託
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
能
力
が
1
0
0

％
発
揮
さ
れ
る
か
心
配
。
 

母
子
通
園
は
発
達
障
が
い

を
克
服
す
る
た
め
の
事
業
。

利
用
料
は
廃
止
す
べ
き
だ
。
 

職
員
の
地
域
手
当
廃
止
に

よ
る
影
響
額
は
平
均
４６
万
円
。

デ
フ
レ
の
悪
循
環
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
 

後
期
高
齢
者
当
初
予
算
 

 賛
成
 

木
野
春
徳
 

医
療
費
の
増
大
で
所
得
割

の
保
険
料
率
は
上
昇
す
る
が
、

特
別
軽
減
は
引
き
続
き
実
施

さ
れ
る
。
 

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
全

市
町
村
が
加
入
し
運
営
す
る

制
度
で
あ
り
、
現
制
度
が
見

直
し
さ
れ
る
ま
で
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
医
療
制
度
で
あ

る
。
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

2
0
0
8
年
に
参
議
院
で
廃

止
が
可
決
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
政
権
は
廃
止
を

先
送
り
し
て
い
る
。
 

国
保
と
同
様
に
、
保
険
料

が
払
え
な
い
高
齢
者
か
ら
保

険
証
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
 

高
齢
者
を
思
い
や
ら
な
い

こ
の
制
度
は
、
即
刻
廃
止
す

べ
き
だ
。
 

賛
成
　

賛
成
　
１２
 

反
対
　

反
対
　
２
 

賛
成
　
１２
 

反
対
　
２
 

質疑あれこれ

　
可
燃
ご
み
収
集
委
託
料

が
1
千
万
円
も
増
え
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
何
か
。
 

　
河
北
に
あ
る
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
（
1
基
）

を
改
修
す
る
。
工
事
期
間
中
、

ご
み
の
持
ち
込
み
量
を
制
限

す
る
の
で
、
小
牧
市
内
の
焼

却
場
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
運
搬
費
を
見

込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
 

 

 
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
を
値
上
げ
す
る
。
県
に

よ
っ
て
は
据
え
置
き
、
引
き

下
げ
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
国

は
値
上
げ
し
な
い
よ
う
通
達

を
出
し
て
い
る
。
な
ぜ
愛
知

県
は
値
上
げ
な
の
か
。
 

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
で
き
な
い
か
。
 

　
保
険
料
の
中
の
均
等
割

が
1
7
0
0
円
、
所
得
割
が

0
・
４２
％
上
が
る
。
 

愛
知
県
は
医
療
費
の
伸
び

が
高
く
、
そ
の
ま
ま
保
険
料

に
転
嫁
す
る
と
１２
％
も
伸
び

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
財

政
安
定
化
基
金
を
９１
億
円
取

り
崩
し
、
保
険
料
の
上
昇
を

4
・
９５
％
に
抑
え
て
い
る
。
 

保
険
料
の
決
定
は
、
愛
知

県
の
広
域
連
合
で
行
っ
て
い

る
。
大
口
町
か
ら
繰
り
入
れ

る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
し
、

で
き
な
い
と
思
う
。
 

 

 

 
　
２１
年
度
の
補
正
予
算
で
、

南
小
学
校
の
設
計
費
を
4
千

万
円
も
減
額
す
る
。
こ
れ
は

6
千
万
円
の
予
算
を
組
み
な

が
ら
、
2
千
万
円
弱
で
落
札

し
た
か
ら
だ
。
な
ぜ
こ
う
い

う
こ
と
が
起
き
る
の
か
。
 

　
小
学
校
の
予
定
工
事
費

を
２５
億
円
と
想
定
し
て
、
設

計
委
託
料
の
予
算
を
組
ん
だ
。

指
名
競
争
入
札
で
１０
社
が
入

札
し
た
結
果
、
1
9
4
0
万

円
で
の
落
札
と
な
っ
た
。
予

算
は
、
正
当
な
根
拠
に
基
づ

き
積
算
し
て
い
る
。
 

不
況
の
折
、
入
札
金
額
を

下
げ
て
で
も
、
仕
事
を
受
注

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。
 

ご
み
収
集
に
1
千
万
円
増
？
 

増築部分の北小学校校舎 

1市2町のごみは環境美化センターへ 
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高
齢
者
医
療

高
齢
者
医
療
の
値
上
値
上
げ
 

高
齢
者
医
療
の
値
上
げ
 

予
算
予
算
の
1
／
3
で
落
札
落
札
 

予
算
の
1
／
3
で
落
札
 



3月定例会では6人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

土田　進  

予
算
編
成
を
公
開
し
て
は 

部
長 

よ
り
身
近
な
形
に
し
て
情
報
発
信 

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

 

土
田 

土
田 

土
田 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

南小建設　積極的に関与を 
部長 学校や子どもたちの意見を反映させる 

政
府
は
予
算
の
ム

ダ
を
洗
い
出
す
「
事

業
仕
分
け
」
を
行
っ
た
。
国

民
の
関
心
も
高
く
、
第
2
弾

の
事
業
仕
分
け
も
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
 

　
大
口
町
は
事
業
仕
分
け
を

実
施
し
た
の
か
。
 

市
町
村
の
施

策
は
住
民
生

活
に
直
結
す
る
も
の
が
多
く
、

公
開
に
重
点
を
置
い
た
事
業

仕
分
け
は
、
住
民
間
に
利
害

関
係
を
持
ち
こ
む
恐
れ
が
あ

る
。
事
業
仕
分
け
を
行
う
に

は
、
各
施
策
の
目
的
や
内
容
、

成
果
を
明
確
に
す
る
一
方
、

大
所
高
所
に
立
っ
て
判
断
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
。
 

　
２２
年
度
か
ら
経
営
計
画
書

に
基
づ
く
予
算
編
成
、
決
算
、

事
業
評
価
の
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
当
面
は
そ
の
中
で
、

施
策
の
目
的
・
効
果
等
を
議

員
と
議
論
を
重
ね
、
施
策
の

効
率
化
に
努
め
た
い
。
 

 

予
算
編
成
過
程
を

公
開
す
る
自
治
体

が
増
加
し
て
い
る
。
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
上
で
も
、
大
き
な
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。
予
算
編

成
過
程
の
公
開
に
取
り
組
ん

で
は
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
す
る

こ
と
以
外
、
情
報
発
信
に
は

取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
。

た
だ
、
す
べ
て
の
方
が
満
足

す
る
情
報
提
供
は
不
可
能
な

の
で
、
概
略
を
公
開
す
る
形

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
 

　
今
後
は
、
家
計
や
日
々
の

暮
ら
し
に
置
き
換
え
た
表
現

に
し
て
い
く
な
ど
、
よ
り
身

近
な
形
で
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
 

南
小
学
校
の
建
設

に
は
、
①
エ
コ
を

主
体
と
し
た
環
境
教
育
②
地

域
に
開
か
れ
た
図
書
館
―
―

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
環

境
教
育
が
で
き
る
施
設
の
建

設
に
は
、
高
率
の
補
助
も
あ

る
。
設
計
事
務
所
や
施
工
会

社
に
任
せ
っ
き
り
に
す
る
の

で
は
な
く
、
環
境
に
配
慮
し

た
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
積
極

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

学
校
や

児
童
の

要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
基

本
計
画
を
定
め
た
。
さ
ら
に

実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
も
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
。
 

　
大
口
中
学
校
、
北
小
学
校

の
建
設
に
お
い
て
も
、
週
に

1
度
は
現
場
で
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
担
当
者
が
現
場
を

確
認
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

任
せ
っ
き
り
に
し
て
い
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。
 

生
涯
教
育
部
長 
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田中一成  

一
　
般 

質
　
問 

田

中

一

成

 

田
中 

田
中 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

副
町
長 

町
長 

田
中 

臭気指数による規制を 
部長 近隣と歩調を合わせて変更 

一
般
的
に
住
民
は
、

「
自
分
の
地
区
の

ご
み
な
ら
、
自
区
内
処
理
も

や
む
を
得
な
い
」
と
考
え
て

い
る
と
思
う
。
 

　
2
市
2
町
（
犬
山
・
江
南
・

扶
桑
・
大
口
）
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
1
か
所
の
処
理
施
設
を
検

討
す
る
よ
り
、
2
か
所
の
方

が
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

広
域
化

す
る
目

的
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
削
減
、
焼
却
残
さ
の
高
度

処
理
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、
最
終
処
分
場

の
確
保
対
策
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
公
共
事
業
の
コ
ス
ト
削

減
に
も
な
る
。
 

　
施
設
の
数
が
増
え
れ
ば
コ

ス
ト
の
増
大
に
つ
な
が
り
か

ね
ず
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

だ
と
思
う
。
 

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
て
、

2
市
2
町
で
精
い
っ
ぱ
い
取

り
組
む
と
し
か
言
え
な
い
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

焼
却
以
外
の
方
法
で
ご
み
を

減
量
す
る
取
り
組
み
を
、
大

口
町
か
ら
発
信
し
た
ら
ど
う

か
。
 

堆
肥
化

に
つ
い

て
は
各
市
町
温
度
差
が
あ
る
。

し
か
し
、
ご
み
を
減
量
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
。
 

　
今
後
、
施
設
整
備
検
討
委

員
会
で
具
体
的
な
施
設
の
検

討
が
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中

で
、
堆
肥
施
設
等
の
提
案
が

さ
れ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
う
。
 

愛
知
県
で
は
尾
張

北
部
だ
け
が
、
臭

気
指
数
に
よ
る
規
制
区
域
に

な
っ
て
い
な
い
。
 

　
毎
日
、
不
快
に
思
い
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
人
も
い
る
。

何
ら
か
の
対
策
は
な
い
か
。
 

平
成
7

年
の
悪

臭
防
止
法
の
改
正
で
、
臭
気

指
数
に
よ
る
規
制
が
加
わ
っ

た
。
 

　
２２
年
1
月
現
在
、
愛
知
県

内
４８
市
町
村
が
、
物
質
濃
度

規
制
か
ら
臭
気
指
数
規
制
へ

変
更
し
て
お
り
、
愛
知
県
も

臭
気
指
数
へ
の
変
更
を
推
進

し
て
い
る
。
 

　
大
口
町
は
、
近
隣
8
市
町

で
組
織
す
る
環
境
保
全
連
絡

協
議
会
で
変
更
を
協
議
し
て

お
り
、
２４
年
１０
月
の
変
更
を

目
標
に
研
究
し
て
い
る
。
 

根
本
的
な
臭
気

の
解
消
は
で
き

な
い
ま
で
も
、
低
減
に
な
る

よ
う
個
別
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。
 

 

環境美化センター 

臭気指数 
人間の嗅覚（きゅうかく）で悪臭
の程度を数値化したもの。機器に
よる測定では、においが混じり合
うと、実際に感じた通りには測定
できない。そのため、すべてのに
おいを総合的に評価する臭気指数
による規制が広まっている。 

新
ご
み
処
理
施
設
　

処
理
施
設
　

新
展
開
を
望

新
展
開
を
望
む 

町
長
町
長 
現
組
織

現
組
織
で
の
検
討
検
討
を
最
優
先

最
優
先
に 

新
ご
み
処
理
施
設
　

新
展
開
を
望
む 

町
長 
現
組
織
で
の
検
討
を
最
優
先
に 
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉田　正  

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

①
　
特
定
疾
患
等

の
難
病
で
治
療
を

受
け
て
い
る
人
は
何
人
か
。
 

②
　
副
作
用
の
心
配
も
あ
る

も
の
の
、
「
レ
ミ
ケ
ー
ド
」

と
い
う
薬
が
ク
ロ
ー
ン
病
に

は
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
使
用
で
き
る
状
況
か
。
 

③
　
特
定
疾
患
に
関
す
る
相

談
を
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

っ
て
ほ
し
い
。
で
き
な
い
か
。
 

④
　
す
べ
て
の
特
定
疾
患
を

対
象
に
、
福
祉
手
当
を
給
付

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

①
　
大

口
町
に

は
９４
人
の
方
が
い
る
。
 

②
　
レ
ミ
ケ
ー
ド
は
臨
床
試

験
で
安
全
性
が
確
立
さ
れ
、

平
成
１９
年
度
か
ら
保
険
適
用

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
公
費
負
担
が
な
さ
れ
て

い
る
。
 

③
　
相
談
は
江
南
保
健
所
で

行
っ
て
い
る
。
専
門
的
な
知

識
を
必
要
と
す
る
の
で
、
町

の
職
員
に
は
難
し
い
。
 

　
保
健
所
の
職
員
に
来
て
も

ら
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
一
度
協
議
し
て
み
る
。
 

④
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の

考
え
は
な
い
。
町
が
実
施
し

て
い
る
支
援
事
業
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。
 

　
し
か
し
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
見
直
し
の
中
で
、
特

定
疾
患
が
ど
う
組
み
込
ま
れ

て
い
く
か
を
見
極
め
た
上
で
、

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
き
た
い
。
 

   そ
の
他
の
質
問
 

国
保
に
も
傷
病
手
当
は
必

要
。
制
度
を
作
れ
。
 

　
傷
病
手
当
の
基
準
と
な

る
保
険
料
を
算
定
す
る
標

準
報
酬
月
額
を
定
め
て
い

な
い
の
で
、
国
保
に
は
な

じ
ま
な
い
制
度
。
よ
っ
て

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。
 

     

①
　
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
何
人
い

る
か
。
 

②
　
精
神
障
が
い
に
か
か
る

医
療
費
は
無
料
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
病
気
に
つ
い

て
も
無
料
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
 

①
　
平

成
２２
年

2
月
末
現
在
で
７８
人
。
内
訳

は
、
1
級
3
人
、
2
級
６０
人
、

3
級
１５
人
で
あ
る
。
 

②
　
精
神
障
が
い
は
治
る
見

込
み
が
あ
り
、
そ
の
治
療
に

か
か
る
費
用
を
助
成
す
る
と

い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
特
定
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果

を
も
と
に
、
保
健
指
導
を
行

い
、
疾
病
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。
 

　
ま
た
、
特
定
健
診
デ
ー
タ

や
、
国
保
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
、

必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い

く
。
そ
う
し
た
中
で
、
平
成

２２
年
度
中
を
め
ど
に
、
今
後

の
精
神
障
が
い
者
医
療
の
在

り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

精
神
障
が
い
者
医
療
を
無
料
に 

部
長 

疾
病
予
防
に
力
を
入
れ
る 

特定疾患に援助を増やしてほしい 
部長 支援事業を紹介する 

クローン病 
口腔から肛門までの消化管全域に
炎症・潰瘍を起こす原因不明の病。
小腸や大腸に起こりやすい。若年
者に多く発症し、日本には推定2
万人の患者。特定疾患に指定され
ている。 

大口町の近隣では清須市、
北名古屋市、豊山町が、精
神障害者保健福祉手帳（1
級～3級）所持者に、精神
疾患・一般疾患を問わず入
通院とも全額助成している
＝平成21年末現在 

一口メモ 
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将
来
の
財
政
見
通
し
は 

部
長 

町
債
は
２５
〜
３０
億
円
を
上
限 

一
　
般 

質
　
問 

酒
井 

酒
井 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

平
成
２２
年
度
の
当

初
予
算
に
は
、
町

長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
事
業
の
ほ
か
に
、
庁
舎
や

西
小
学
校
の
耐
震
化
工
事
、

南
小
学
校
の
建
設
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
 

　
次
世
代
に
多
額
の
借
金
を

残
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
今
後
の
財
政
見
通
し
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
 

公
共
施
設
は

長
年
に
わ
た

っ
て
利
用
す
る
。
後
々
の
方

に
も
そ
の
費
用
を
負
担
し
て

も
ら
う
た
め
、
町
債
も
活
用

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
く
。
 

町
債
の
残
高
は
、
２５
億
円
か

ら
３０
億
円
程
度
を
中
期
的
な

上
限
と
考
え
て
い
る
。
 

　
福
祉
増
進
施
策
の
財
源
を

確
保
し
、
少
子
高
齢
社
会
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
施
策

の
見
直
し
と
経
常
経
費
の
把

握
に
努
め
、
経
常
収
支
比
率

（
3
か
年
平
均
）
を
、
８０
％

か
ら
８５
％
に
抑
え
る
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

  

昨
年
の
機
構
改
革

に
伴
い
、
各
課
の

配
置
替
え
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
庁
舎
1
階
の
都
市
整

備
課
の
隣
、
2
階
の
行
政
課

の
隣
に
広
い
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
で
き
て
、
庁
舎
の
有
効
利

用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。
 

　
住
民
の
利
便
性
も
考
え
、

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
の

福
祉
こ
ど
も
課
や
、
中
央
公

民
館
2
階
の
学
校
教
育
課
な

ど
を
、
本
庁
舎
に
戻
す
考
え

は
な
い
か
。
 

環
境
課
を
リ

サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
配
置
す
る
案
、
生

涯
学
習
課
を
含
め
た
教
育
部

の
本
庁
舎
へ
の
移
動
案
も
検

討
の
一
つ
。
福
祉
分
野
の
移

転
も
、
２２
年
度
の
上
半
期
を

め
ど
に
、
一
定
の
結
論
が
出

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
 

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
来
庁

者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

に
配
置
を
見
直
し
、
庁
舎
の

有
効
利
用
に
努
め
て
い
く
。
 

酒井　治  

酒

井

　

治

 

空きスペースと見るか、他目的スペースと見るかは、紙
一重 

庁舎の有効利用を図れ 
部長 いろいろな案を含め、検討していく 

経常収支比率 
財政状況を表わす指標の一つ。町税や
国からの譲与税などの毎年決まって入
るお金（経常的な収入）が、人件費や
施設の維持管理など毎年決まって出て
いくお金（経常的な経費）に、どの程
度充てられたかを示す比率。この数値
が高いほど財政運営に余裕がない。 

き
 
ぐ
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一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

柘植　満  

小
規
模
多
機
能
型
施
設
は
必
要 

部
長 

次
期
計
画
に
向
け
、調
査
研
究 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

柘
植 

「ポイント制」で保険料の軽減を 
部長 個々の軽減ではなく、全体を考えたい 

介
護
保
険
を
利
用

し
な
い
高
齢
者
の

中
に
は
、
保
険
料
の
支
払
い

に
不
満
の
人
も
い
る
。
 

　
そ
こ
で
、
▽
3
年
間
介
護

保
険
を
利
用
し
な
か
っ
た
人

▽
介
護
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
人
―
―
な
ど
に

「
ポ
イ
ン
ト
」
を
交
付
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
介
護
保

険
料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を

軽
減
さ
せ
る
取
り
組
み
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
社
会
参
加
、
地
域
貢
献
に

も
つ
な
が
り
、
自
身
の
介
護

予
防
に
も
な
る
と
思
う
。
 

ポ
イ
ン

ト
に
よ

っ
て
個
人
の
介
護
保
険
料
を

軽
減
す
る
の
で
は
な
く
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い

高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
全
体
の
介
護
保
険
料

を
安
く
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
き
た
い
。
 

　
元
気
な
高
齢
者
が
要
介
護

者
を
支
え
る
取
り
組
み
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
先
進
地
の
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
研

究
し
た
い
。
 

 

 

公
明
党
は
「
安
心

し
て
老
後
を
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
て
、

介
護
問
題
の
総
点
検
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
１０
万
件
を

超
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
貴
重
な
声
を
も
と
に
、

在
宅
介
護
の
現
状
と
取
り
組

み
を
問
う
。
 

①
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

②
　
在
宅
介
護
を
２４
時
間

3
6
5
日
サ
ポ
ー
ト
す
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
強
化
が
要
請
さ
れ
る
。
そ

の
対
応
は
。
 

③
　
２４
時
間
3
6
5
日
対
応

の
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
」
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
 

①
　
第

4
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
平

成
２３
年
度
ま
で
に
定
員
9
人

の
認
知
症
対
応
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
２２
年
度
は
法
人
の
募

集
に
着
手
し
た
い
。
 

②
　
在
宅
介
護
支
援
の
強
化

は
必
要
だ
が
、
２４
時
間
3
6
 

5
日
体
制
ま
で
は
必
要
な
い
。
 

③
　
現
在
の
介
護
保
険
事
業

計
画
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
 

　
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
 

介護保険制度 

２４
時
間
3
6
5
日
対
応
 

介護支援ボランティア 
介護支援のボランティアを行った高齢者の
活動実績をポイント化する。ポイントに応
じて、介護保険料の軽減や介護サービス利
用時の自己負担分に充てることができる。 
介護保険法の「地域支援事業」の一環。運
営費や軽減分の保険料は国の交付金で賄う
ことができる。 

小規模多機能型居宅介護施設 
介護が必要となった高齢者が、住み慣れ
た生活圏で、今までの人間関係や生活環
境をできるだけ維持できるよう、24時間
365日介護サービスを供給する施設。「通
い」「泊まり」「訪問」の機能を備えて
いる。 

介護保険事業計画 
介護保険法の施行に伴い、地方自治体が
策定を義務付けられた計画。3年を1期と
する計画で、計画に基づき介護保険料を
設定する。 
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酒井久和  

な
ぜ
交
換
で
き
な
い
　
道
路
と
水
路 

部
長 

同
一
の
も
の
と
決
め
ら
れ
て
い
る 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

久

和

 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

総
務
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

個
人
の
所
有
地
内

に
あ
る
道
路
（
赤

線
）
・
水
路
（
青
線
）
は
把

握
で
き
て
い
る
か
。
 

公
図
上
の
位

置
は
把
握
で

き
る
が
、
地
番
が
な
く
、
面

積
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
、

ど
れ
だ
け
の
面
積
が
あ
る
か

は
分
か
ら
な
い
。
 

　
関
係
者
か
ら
個
別
に
相
談

が
あ
っ
た
と
き
に
、
過
去
の

経
緯
や
現
状
を
検
討
し
、
払

い
下
げ
・
交
換
等
そ
の
状
況

に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。
 

あ
る
関
係
者
が
「
法

律
に
基
づ
か
な
い

区
画
形
質
の
変
更
に
伴
う
交

換
分
合
」
に
よ
り
、
道
路
の

拡
幅
部
分
を
寄
付
し
た
。
そ

の
と
き
廃
止
水
路
と
の
交
換

を
申
し
出
た
が
で
き
な
か
っ

た
。
な
ぜ
か
。
 道

路
お
よ
び

水
路
の
交
換

は
、
従
前
の
機
能
が
交
換
後

に
お
い
て
も
、
機
能
面
・
利

用
面
に
お
い
て
支
障
が
な
い

場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
同
一
の
利
用
目
的
で
な

い
と
交
換
で
き
な
い
。
 

　
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
、
拡

幅
部
分
は
寄
付
、
廃
止
水
路

は
有
償
譲
与
と
な
る
。
 

　
な
お
、
道
路
と
道
路
、
水

路
と
水
路
の
場
合
で
も
、
事

務
処
理
上
は
寄
付
と
譲
与
に

な
る
。
 

払
い
下
げ
は
、
適

正
な
価
格
で
譲
渡

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
町
が
考

え
る
「
適
正
な
価
格
」
と
は

何
か
。
 

町
が
道
路
や

河
川
を
買
収

す
る
と
き
の
単
価
で
、
払
い

下
げ
単
価
を
決
定
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
宅
地
の
相
続

税
評
価
額
を
基
準
に
、
農
地
・

雑
種
地
の
種
類
ご
と
に
、
補

正
割
合
を
乗
じ
て
算
出
し
て

い
る
。
こ
の
価
格
が
適
正
と

考
え
て
い
る
。
 

払
い
下
げ
価
格
と

鑑
定
評
価
に
差
が

あ
る
場
合
は
ど
う
判
断
す
る

の
か
。
 

不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
鑑

定
評
価
は
、
そ
の
土
地
全
体

の
経
済
的
な
価
値
等
を
判
断

し
て
評
価
す
る
も
の
。
払
い

下
げ
価
格
は
、
将
来
の
土
地

利
用
ま
で
考
慮
せ
ず
、
公
的

な
土
地
価
格
を
基
準
と
し
て

算
出
し
て
い
る
。
こ
の
違
い

だ
と
思
う
。
 

価
格
の
設
定
は
、

審
議
会
等
を
設
置

し
て
、
決
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
 

現
在
、
議
会

の
常
任
委
員

会
に
相
談
し
て
処
分
を
決
定

し
て
い
る
の
で
、
審
議
会
ま

で
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。
 

　
し
か
し
、
よ
り
適
正
な
価

格
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 

 

赤線・青線 
公図上にある地番のない道路や水路
を指す。公図に着色されていた色が、
道路が赤色、水路が青色であったこ
とからこのように呼ばれる。 
元は国有地であったが、地方分権一
括法の施行により市町村に譲与され
た。 

価格の設定は審議会で 
部長 審議会の設置は考えていない 
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待
機
児
童
を
解
消
す
る

目
的
で
導
入
し
た
大
阪
府

堺
市
の
認
定
こ
ど
も
園
制

度
。
現
在
で
は
市
内
１７
か

所
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
は
「
子
育
て

支
援
活
動
の
充
実
」
「
就

労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な

い
施
設
利
用
」
が
高
く
評

価
さ
れ
、
申
込
み
が
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
し
か
し
、
「
国
が
今
後

ど
う
整
備
を
し
て
い
く
の

か
が
見
え
ず
、
使
い
勝
手

が
悪
い
面
も
あ
る
」
と
の

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
 

　
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ

ど
も
園
「
百
舌
鳥
こ
ど
も

園
」
で
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
と
の
連
携
が
十
分
と

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

保
育
所
が
保
護
者
と
一
体

と
な
っ
て
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
温
か
さ
も
伝
わ

り
ま
し
た
。
 

 民
間
委
託
で
、
各
種
 

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
 

　
大
阪
府
守
口
市
で
は
、

①
年
間
３６
億
円
超
の
保
育

所
運
営
費
が
財
政
を
圧
迫

し
て
い
た
②
他
の
自
治
体

と
比
べ
公
立
の
保
育
所
の

比
率
が
８７
％
と
高
か
っ
た

―
―
点
が
民
間
委
託
の
背

景
で
す
。
 

　
民
間
委
託
に
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
公
で
は
難

し
か
っ
た
産
休
明
け
保
育

や
、
障
が
い
児
保
育
な
ど

の
充
実
が
図
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
 

　
今
後
も
毎
年
2
〜
3
園

を
目
標
に
、
民
間
委
託
し

て
い
く
そ
う
で
す
。
 

　
社
会
福
祉
法
人
に
委
託

し
た
橋
波
保
育
園
で
は
、

特
に
障
が
い
児
保
育
、
食

育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
橋
波
保
育
園
は
、
厚

労
省
や
文
科
省
な
ど
も
視

察
に
訪
れ
る
先
進
の
民
間

保
育
所
で
す
。
 

　
地
域
向
け
の
補
助
金
を

廃
止
し
、
地
域
の
裁
量
で

自
由
に
使
え
る
交
付
金
を

交
付
す
る
三
重
県
名
張
市

を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
交
付
金
は
、
都
市

内
分
権
の
推
進
を
目
的
に
、

市
内
１４
の
「
地
域
づ
く
り

委
員
会
」
に
交
付
さ
れ
、

地
域
の
住
民
が
合
意
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に

使
わ
れ
ま
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

自
主
防
災
、
環
境
整
備
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
文
化
の
継
承
、
住
民

交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

　
地
域
づ
く
り
委
員
会
に

は
市
の
幹
部
職
員
が
配
置

さ
れ
、
地
域
づ
く
り
組
織

の
運
営
支
援
や
、
地
域
の

自
立
の
た
め
の
助
言
を
行

う
そ
う
で
す
。
 

　
名
張
市
で
は
、
大
阪
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
た
環

境
、
困
窮
し
た
財
政
、
生

産
人
口
の
減
少
な
ど
へ
の

危
機
感
が
、
住
民
を
奮
い

立
た
せ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
情
勢
が
異
な
る
大
口

町
に
お
い
て
は
、
地
域
ご

と
の
住
民
が
一
体
に
な
れ

る
環
境
を
育
成
し
、
地
域

自
治
の
必
要
性
を
醸
成
す

る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

 徹
底
し
た
分
別
で
 

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
 

　
三
重
県
伊
賀
市
の
三
重

中
央
開
発
（
株
）
で
は
、

廃
棄
物
の
再
資
源
化
の
状

況
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
は
国
内
有
数
の
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
、

多
種
多
様
な
廃
棄
物
を
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
に
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
例
え
ば
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
R
P
F
（
固
形
燃

料
）
や
、
ジ
ュ
リ
プ
ラ
ス

と
呼
ば
れ
る
成
型
品
に
再

生
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
効
率
を
高

め
る
に
は
、
徹
底
し
た
分

別
が
不
可
欠
と
の
説
明
を

受
け
、
分
別
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
 

消待機児童の解消に
認定こども園 

１１月１８日　大阪府堺市　 
１９日　　〃　守口市 

交付金でまちづくり 
―夢づくり地域予算制度― 

２月４日　三重県名張市 
５日　　〃　伊賀市 

食育に力を入れる橋波保育園 

擬木、車止め等に利用される
「ジュリプラス」 

も
 
ず
 

は
し
 
ば
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

子どもたちが携帯電話に起因するトラブルに
巻き込まれるケースがある。教育委員会の取り
組みは。　　　　　　　　　　　　（宮田和美） 

携帯電話の危険性について各家庭で考えてい
ただくよう広報に掲載していく。 

「携帯電話にひそむ闇」と題して、広報「お
おぐち」に注意を喚起する記事を掲載した。 

スーパーなど人が多く出入りする場所のAEDも、
町のホームページで分かるようにしてくれたら、
もっといい。 

あれ
からどうなった？

あれ
からどうなった？

あれ
からどうなった？

議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を
掲載していますが、その後どのように町政に反映
されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成２１年3月定例会からピックアップし
ました。 

子どもの携帯電話、 
教育委員会の取り組みは  

危険性の広報 

「携帯にひそむ闇」掲載 質問者の満足度 

教育部長答弁 

どうなった 

AEDを設置しているところがどこなのか分か
らない。 
広く周知していく考えはないか。（柘植　満） 

公共施設等のAEDは、愛知県のホームペー
ジ「あいちAEDマップ」に掲載してある。町の
ホームページにも設置場所が分かるように掲載
していく。 

各公共施設におけるAEDの設置場所が分か
るように、町のホームページに写真入りで掲載
している。 
http://www.town.oguchi.aichi.jp/ 
gyousei/bousai/119.html

AED設置場所の 
お知らせを 

町ホームページに掲載 

写真入りで掲載 

総務部長答弁 

どうなった 

さらに 
拡大を 

役
場
1
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
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♪　丹羽さんのお仕事は？ 

私の職場は企業の社会貢献や社員のボランテ
ィア活動支援を担当しています。例えば、愛知
駅伝への協賛や障がい者施設の自主製品販売協
力など、私は担当スタッフとしていろいろなボ
ランティア活動に携わっています。 

♪　ちなみに町内に限れば、どのような活動を

されているのですか？ 

１１月の「ふれあいまつり」ではアジア・アフ
リカを中心とした海外の恵まれない方々に寄贈
する衣料品の回収や輸送費募金活動を行ってい
ます。 
また、児童センターまつり、尾張広域緑道で
の植樹・育樹、清掃活動など、社員の皆さんに
声をかけてボランティア協力をさせてもらって
います。 

♪　ご家族の協力も欠かせないですよね？ 

土曜・日曜に出かけることが多いのですが、
主人も息子も文句を言わずに送り出してくれます。
（ ^^）感謝！ 

♪　ボランティアに携わって良かったと思うこ

とは？ 

ボランティアをする側、される側の双方が楽
しんでいる姿を目にするとほほ笑ましく、温か
い気持ちになれます。 
ボランティアはさせていただく側が楽しませ
てもらったり、元気をもらったり、いろいろな
学びの場だと思います。 

♪　町政や議会への要望などありましたら。 

町内のイベントにボランティアが参加する際、
困るのは公共交通機関が少ないことです。 
町バスの運行時間の見直しや駅からの自転車
貸出しサービスなどがあるとうれしいナ～。 

議
会
だ
よ
り
 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

取材を終えて 
とびっきりの笑顔と内に秘めた熱い

おも

想いが
印象的。これからも、優しく、時には力強く、
それでいてさりげなく地域社会を支える一員
であり続けてほしい方です。　　　（岡 孝夫） 

町内にある㈱東海理化本社の

総務部ボランティアセンター

にお勤めの 丹羽 史恵さん（秋

田在住）にお話を伺いました。 

3 月
定
例
会
 N
o.1
8
1

平
成
2
2
年
5
月
1
日
 

議
員
は
お
祭
り
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止
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付
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為
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止 

 

寄
付
行
為
の
禁
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次回定例会 

6月3日（木）から 予定 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

編

集

後

記

編

集

後

記

 

編

集

後

記

編

集

後

記

 

編

集

後

記

 

議
会
だ
よ
り
「
お
お
ぐ
ち
」

は
、「
分
か
り
や
す
く
」「
あ

り
の
ま
ま
に
」
伝
え
、
町
民

の
方
に
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

定
例
議
会
が
終
わ
る
と
広

報
委
員
会
が
開
か
れ
、
編
集

に
向
け
て
議
論
さ
れ
る
。
議

会
活
動
の
記
事
は
あ
り
の
ま

ま
か
、
分
か
り
に
く
い
専
門

用
語
を
使
っ
て
い
な
い
か
、

紙
面
に
余
裕
の
あ
る
レ
イ
ア

ウ
ト
か
等
々
、
編
集
委
員
の

自
由
な
意
見
が
続
く
。 

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
と
と

も
に
あ
る
議
会
だ
よ
り
「
お

お
ぐ
ち
」
で
あ
り
た
い
。 

（
丹
羽
　
勉
） 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

齊
木
一
三 

 

岡
　
孝
夫 

宮
田
和
美 

吉
田
　
正 

丹
羽
　
勉 

土
田
　
進 

倉
知
敏
美 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

海外救援衣料回収活動（大口町ふれあいまつり） 

ボランティアはいろいろな学びの場 

会議録をご覧ください 
町議会の会議録をインターネットで

公開しています。町のホームペー

ジ内に掲載していますので、ぜひ

一度ご覧ください。 

大口町議会 検索 
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